
地球温暖化対策のために実施する事業は、効率的な運用のた
めに適切な監理が求められる。
このため、本事業では、適切な外部人材・機関を活用し実施

事業を監理するとともに、専門委員会・検討会等により実施
前・実施中・実施後の審査・検討を行う等により、実施事業に
おいてPDCAサイクルを構築し、事業の適性かつ効率的な運営
に資することを目的とする。
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エネルギー起源CO2排出削減技術評価・検証事業のうち
地球温暖化対策事業監理等事業
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平成30年度予算（案）
200百万円（新規）

委託対象：民間団体等
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CO2排出削減に貢献する技術の開発及び実証を効率的に実
施するため、工学等の実用化に近い学術経験者や企業での
実業経験等があり技術の実用化に造詣の深い人材等を活用
し、対象事業を監理する。
また、そこで得られた知見を事業そのものの改善に役立て
ることで、資金の効率的運用を図る。


